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momentがない siteが必要であり,図 1にある2次元の格子を考え, ′ノ『 1 ≪ 1,∫/『 2
≫1とする｡
LU--Wl(85,cA'iqCAjo-W 2 (己･) (ciioCBjO+ h･C･)+ J∑Sl･OBi (1)乙
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図2 -粒子励起スペクトル (〟-0)
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状態 (Singlet,triplet,2つの doublet)がある｡他 siteとの transfer項は, これら状態間の
遷移を引き起こす｡ doublet状態を番号付けし, Singletを真空として生成演算子をa三i(7n -
1,2,3,4;i;Site番号 )とすると,triplet状態は, 1,2,3,4の boundstate として記述
される. (a三iは反交換関係をみたす｡)
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他の doubletの pairは禁止されるので,αを用いて Hamiltonianを書き直せば,
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･こある｡s波の超伝導のみを考え,伝導電子間にon･siteで引力が働 くとする｡ 局在 moment






3･ 11日 > 60-〟-9
4･ LllJ> E｡-p-9(Pは引力の大きさ) -(4)
以下,化学 potentialを変化させて,局在 momentによる励起の超伝導-の影響をみるが, 局






Il = 盲云~Jcdzf(Z)吾 (Z2-α)(Z2-♂)(Z21γ)
(±√訂 ,±√F ,±√ア:励起スペクトル)
となる｡また比熱のとびは,
Ac- 克 昔 )2JT-T｡





となる.図4,図5に Tc と比熱のとびが示してある｡化学 Potentialが大きくなり,Fermi
面が spectrum の flatな部分に近づくと,T｡が急激に減少し,比熱のとびはBCS値より小
さくなることがわかる｡また引力が大きな場合には,Tcは高くなるが,momentからなる準
粒子が熱的に励起され Cooper対を占める割合が大きくなって比熱のとびは小さくなる｡
4. ま と め










京大 ･理 尾 崎 正 明
heavyfermion系の超伝導はBCS型以外の pairingの可能性が云々されている.今まで


















で与えられる｡ここで,p∈0はcubicpointgroupの要素, a(p)はp と同じ方向, 角度の
:i己
スピン回転である0 両まeiやなる phasechange tはtimereversalを示す｡ tlj)はGoに対
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